
＜本年度の重点目標＞

①

②

③

④

項 成果目標・取組指標
１回目
評価

２回目
評価

① 学校目標

・学校だより、ホームページ、関係団体会議等
で積極的に発信する。
・学校やＰＴＡからの北小の合言葉「くりみ
のこ」について知っている保護者を８０％以
上にする。

4.4 4.2

②
社会に出て、自ら
よりよく生きてい
ける力の育成

・小学校６年間を見通したカリキュラムを構築
する。
・年間を通して、たてわり活動の充実を図る。

4.1 3.9

③ 学力向上の取組

・児童一人一人が考えをもち、伝え合い学び合
える授業の工夫・改善に努め、授業が分かると
いう児童を９０％以上にする。
・１年２０分、２年３０分、３年４０分、４年
５０分、５年６０分、６年７0分の家庭学習の
指導を続け、家庭学習の習慣が身に付いたと答
える保護者の割合を８０％以上にする。
・子どもが主体的に学ぶ姿勢を大切にし、ノー
トづくりやめあてを意識したふり返りを通し
て、子どもたち自身が学びを実感できるような
授業づくりに取り組む。

3.5 3.4

④
学習規律・学習集
団づくり

・全学年一貫した指導「学びのスタンダード」
を徹底する。（学習準備、ベル着、学習のあい
さつ、声のものさし、話し方、聴き方、鉛筆の
持ち方等）
・授業中、教師や友達の話をしっかり聞く児童
の割合を９０％以上にする。

3.7 3.7

⑤
学校図書館の活
用・読書習慣の定
着

朝の読書、読み聞かせ、図書室利用指導等によ
り、読書が好きと答える児童の割合を８０％i
以上にする。
・図書だよりなどにより親子読書を呼びかけ
る。
・すきまの時間に読書ができるように児童の身
近に（図書バッグなど）読書する本を常備させ
る。

4.0 4.3

⑥
英語教育（外国語
活動）の充実

・担任が外国人講師等との連携を図り、コミュ
ニケーション能力の育成をめざした授業を行
う。
・「英語の授業が好き」「英語の授業が楽し
い」という児童を90％以上にする。

4.1 4.0

⑦
コミュニケーショ
ン能力の育成

・学習活動や朝・帰りの会で児童相互に伝え合
う場面を設定し、話す力・聴く力の向上に努め
る。
・授業中、積極的に自分の考えを話している
児童の割合を８０％以上にする。

3.6 3.8

⑧ 道徳教育の充実
・考え、議論する道徳科の授業を充実し、年間
1回以上保護者に道徳の授業を公開する。 3.8 4.0

⑨ あいさつの充実
・家の人や近所の人、友達などに自分からあい
さつできる児童の割合を80％以上にする。 3.5 3.4

⑩
豊かな心情を養う
体験活動の充実

・学校行事や縦割り活動の精選と質の向上を図
る。
・月１回以上学級会を行い、自分の思いを伝
え、よさを生かしていけるようにする。

3.7 4.0

・自分から進んで、時間いっぱい掃除ができる
児童の割合を８０％以上にする。 4.5

・係活動、委員会活動に進んで取り組む児童の
割合を８０％以上にする。 4.0

⑫
豊かな人間関係を
培う、交流活動の
充実

・異年齢の集団との交流活動を意図的・計画的
に実施する。 4.3 4.1

⑬
人権尊重の精神と
実践的態度の育成

・年間指導計画に基づき指導を進め、学校生活
が楽しい児童の割合を９０％以上にする。
（いじめ防止）
・友達のよさを認め合う場を設定し、掲示する
など可視化を図る。（「今日のキラリ」「ほめ
言葉シャワー」などの取組、ノートの書き方賞
賛の掲示など）
・教室に掲示する児童の作品には、指導者のコ
メントを入れ、自己肯定感の高揚を図る。

4.0 4.1

⑭
保護者・地域と連
携した人権教育の
実践

・人権にかかわる取組について、学年だよりな
どで紹介し、保護者への啓発を行う。
・日常的に、人権に対する意識を高める指導を
継続的に行う。
・人権週間で、全校的な取り組みを通して、人
権意識を高める。

3.4 3.6

(6)
環境
教育

⑮
共生を目指す環境
教育の充実

・ＳＤＧ'ｓの１７項目の視点を意識した活動を
仕組む。 3.1 3.3

(7)
国際
理解
教育 ⑯

多文化社会に生き
る国際理解教育の
推進

・ＡＬＴによる、母国の文化を紹介しながら、
文化の違いや多様性を理解させる。 3.6 3.1

⑰
いじめを許さない
集団づくり

・学習規律の確立や豊かな人間関係を築く学級
経営を進める。
・「いじめはいけない。ゆるさない。」という
学級風土を築く。
・いじめをしない、させない、見過ごさない
行動をとる児童の割合を９０％以上にする。

3.9 4.0

⑱
学校不適応児童生
徒へのきめ細かな
対応

・教育相談週間「１０分間カウンセリング」や
児童・保護者アンケートから児童の心身の状況
を把握し、意図的･計画的に教育相談活動を実
施する。

4.2 4.1

4.5

③家庭学習を充実させることの難しさを感じる。学習の幅を広げるという目的で「自主学習の内容は設定しないで学習時間だけ設定する」という方法で自主学習を行っているが、ある家庭は「座学だけに限定されないので、学校で学んだことが実践でき
る場をもらえて助かる」と感じたり、家庭によっては「放任されている」と感じたりするようである。学習の意図が正しく伝わるかどうかで家庭の協力が得られるかが決まるので、目的を正しく伝える場を設定することも、家庭学習の充実につながるの
かと感じている。
③既習のテスト対策などで課題として出すと、自主学習には取り組めるが、ふだんの家庭学習では、自主学習としての課題を出さないとできていないことから、指導をより入れていく。
③一人一人の考えを認め、学び合える授業を目指してきたが、基礎的な力が十分ついていない子も見られることから、より基礎基本の力が身につくよう目指したい。
③一人でも多くの児童が、興味を抱くような展開になるように工夫すること.を心がける。
③くりみっ子タイム（総合的な学習の時間）の学習の進め方が子どもたちに浸透してきているが、教師が道筋をしっかりもっていないといけないことが今学期よくわかった。3学期もがんばりたい。
③くりみっ子賞、マラソン完走賞等、校長先生から直にいただけること、とても子どもたちの励みになった。
③家庭学習の推進について先進校の実践を集め、できるところから学校全体の取り組みとして進められるとよいと思う。現状は、各学年ごとの取り組みになっている。自分自身としては、宿題の出し方を工夫した。予習読み・基礎学力定着のための反復
学習・読解力のトレーニング問題・短作文・文章題トレーニング・式からの問題作りなどのカテゴリーの中から意図的計画的に仕組んだ。発達段階としては多めの量とは思うが、続けることで子ども達は慣れてきて、力も伸ばしているように思う。毎日
の宿題が音読とドリル類だけでは学力向上の効果は限定的だと思う。（PTA予算などを活用していただき、宿題に活用できるプリント類を充実してもらえると嬉しい。特に国語や、算数の文章題や活用力を鍛えるワーク類がもう少しあるといい。）
③学力向上の取り組みについて、毎回の研修が学習規律を中心とした現状分析と各学年ごとの目標の設定のみで終わっている。それも大切ではあると思うが、担任が自分自身を振り返り、自分自身でどう改善を図るかを考えるだけでは、学校全体として
は弱いと思う。この学校は何を目指すのか。学校全体で取り組むより具体的な方向性「〇〇を通して△△の力をつける」の検討が必要である。どの教師に聞いても「うちはこれ」と誰もが即答できるような、どの子どもに聞いても「ぼくたちは〇〇を頑
張っている」と子どもたちが自分自身の成長を実感しているようなものである。１行程度、スローガン程度でもいいので、抽象的でなく具体的なベクトル設定が必要だと思うし、毎回の研修も、そのベクトルに向かって現在の到達度はどれぐらいで、残
り期間で何をしてどこまで引き上げるかを考えられるといいと思う（PDCAサイクルをしっかり回す）。例えば、「探究的な活動を通して自分の言葉で学びを語れる子どもを育てる」とか、「学校図書館とタブレットのクロス活用で、より深く学ぶ子ど
もを育てる」とか、「構造的な板書と子どものノート力を鍛えることを通して、自分の考えを端的にまとめ、表現できる子どもを育てる」など。ぼんやりとした形で担任団に尋ねていただくよりも、全国に成果を上げている先進実践はたくさんあるので
それらの中から、本校でも少ない負担で効果が出そうなものを教務部会で検討していただき、職員会議で諮っていただけるとありがたいと思う。枝葉も大切だが、芯はより大切。その芯を北小スタンダードとして意識できればと思う。
③日々わかる授業に向けて努力がなされているが、学びを実感できるような授業づくりにおいての取り組みは、さらに焦点化（交流場面の設定・めあてとふり返りの関連性など）を進める。
③家庭学習については、なかなか定着するのが難しい。自分自身が自主学習の必要性を感じないといけないと思った。そこで、２学期後半になると、「最近テストができん」「テストが難しくなっている」と声があがった。そこが高学年と中学年の違い
ということで話を進めた。今までは努力なしで、何となくでやれたいたが、内容が難しくなると自分でまとめ復習していく必要性を感じはじめ、ようやくテスト前に自主学習の取り組む子どもが少し出てきた。
③タブレットの活用により、自分の思いや考えを進んで発表する児童が増えた。タブレットとノートの効果的な活用が必要。
③1年生でもペアやグループでの活動を取り入れ、交流時間をたくさん設けた。困っている子へ教える場面も見られ、みんなで解決する雰囲気ができてきた。ただ、ペアワークでなかなか話が進まない子どももいるので、ペアの組み方や話型の提示などま
だまだ支援が必要であると感じた。
③ノート指導があまりできていないので、２年生に向けてノートづくりにも取り組んでいきたい。
③家庭学習については第１回学校評価検討会でも話題に挙がっていたが、漠然とした話で終わっていたので、来年度に向けて話し合う必要があるのではないか。
③せっかく田井中先生が来て下さるので、より効果的で担任にも負担の少ない形にしていけるとよい。
③積極的に授業改善に取り組んでおられる先生方がおられるので、学ぶ機会をもち、学校全体で授業改善に取り組んでいこうとする意欲を高められるとよい。
③教師が説明して分かった！ではなく、児童に話す機会（時間）を保障し、子どもが活躍する授業を心がける。子どもたちの定着や課題を把握して、授業中のなるほど！できた！分かった！を目指したい。また、分かる授業はもちろん大切にしていきた
いが、疑問や分からないことをみんなで解決していけるような授業でありたい。
④話を聞くことに関して、１学期よりは改善傾向が見られた。
④週一度の読書タイム、川嶋先生のおかげで、本好きな子が増えてよかった。
④ペア学習、グループ学習など交流を通しての学びを意図的に仕組むことができた。交流がより意味あるものとなるよう、考えていきたい。
④全学年統一した指導は徹底されていないようと感じる。（特に、休み時間の学習準備・朝の会、授業開始時のベル着）
④学びのスタンダードは、概ね満足している部分もあるが、よい変化をもたらすには、指導内容を絞ってのアプローチをしていく。
④「学びのスタンダード」を徹底することは大切だが、様々な特性のある子どもたちにも一律に強要することは、かえってマイナスな結果を招くことがある。形からではなく、「なぜそうするのか」を子どもたちにも納得できる形で考えていきたい。個
に応じた対応も、これからはますます必要になってくるだろう。
④学びのスタンダードは、年間を通して大橋先生に来ていただいたことで、今年度から来た者もようやく定着できるようになった。
④児童の持ち物が気になるときがある。子どもたちにもう一度持ち物を見直すよう話をし、お家の方へも学級通信で発信した。
⑤読書活動には図書館司書の先生との連携により、いろいろな工夫がされている。
⑤おうち読書の日やくりみっ子図書館の日などを学級で設定し、保護者にも周知した。また、学校司書とも連携し、学校図書館を活用した授業や学習活動に取り組んだ。学校司書に任せっきりにするのでなく、学校司書にきっかけを作ってもらい、担任
はその「きっかけ」から学びを広げられるように意識した。
⑤読書好きの子が多く、隙間時間を見つけては本に親しむことができていた。家庭での読書は定着していないという結果も出ていたので、家庭学習にも読書をして取り組むような、宿題の出し方を工夫できた。
⑤家読や声掛けをしていく中で、少しずつ読書の習慣がついていった。家読は１カ月に一回だが本に向き合うのでよい。
⑤「うちどく」の取り組みを始めたことで、お家で本に触れる時間が増えたという意見を聞いた。お家での読書習慣がついていくよう、引き続きお家の方へも発信していきたい。
⑤週に１回図書室を利用している。毎週学校司書による読み聞かせを子どもたちは楽しみにしており、紹介してもらった本からいろんな本に興味を持ち、楽しく読書をしている様子が見られた。
⑦積極的に自分の考えを発信しようという雰囲気になるよう、話したくなるような発問、ズレが起きるペアトークを仕組んでいきたい。
⑦発問や設定した話す場面の記録を残し、コミュニケーション能力の育成への効果があったのかをチェックする方法を取り入れてもよい。

⑨くりみっ子賞の「り」の受賞者を軸にしてあいさつを促進した結果、自分からあいさつをする児童が増えた。引き続き、あいさつの促進に努めたい。
⑨（個人的な印象であるが）長年本校に勤務していて、年々子ども達の挨拶の課題が大きくなっている印象がある。転勤してきた初年度、子ども達とすれちがうたびに、子ども達の方から挨拶をしてきて驚いたことを鮮明に覚えているが、現状は、こち
らから声をかけないと挨拶が返ってこない。当時と今と何が違うのか考えてみると、「全校的なあいさつ運動」が思い浮かぶ。当時は４つの「あ」が子どもたちに浸透していて、最初の「あ」である挨拶の全校運動は特に力が入っていた。昇降口での教
職員や子どもたちのあいさつ運動や全校児童が参加するあいさつの木など、あいさつの取り組みが「見える化」していたことで意識ができていたのかもしれない。これらの復活を求めるつもりはないが、何か具体的な取り組みをしないと状況は変わらな
いと思う。
⑨教室ではできていても、登下校時になると、あまりできていない。ただ、「ありがとう」や「ごめん」などが、教室でよく聞かれるようになったのがよかった。
⑧自由参観日で道徳の授業を公開したが、保護者の関心が高かったのは、社会科と外国語で公開はしたものの見に来てもらえていない。また、もう一度３学期あたりに保護者にも公開するようにしたい。ただ、校長先生がこまめに道徳の授業についても
ＨＰにアップしてくださるので、保護者の方の目にも触れてはいると思う。
⑨学校での「おはよう」のあいさつは進んでできていると思う。「おはよう」以外のあいさつを進んですることと、地域や家庭でのあいさつを進んでできるようになることが課題である。
⑧道徳の学習では、年間指導計画に頼らず、実態に合わせた内容を選んでいき、自分事として捉える機会を重視する。
⑨朝のあいさつ以外にもふれ、コミュニケーションとしての大切さを伝えていく。特に一斉にあいさつを行う場合には、あいさつをしている人に任せていないか目を配る。
⑧道徳の公開ができていないので、自由参観の中で取り組んでいきたい。
⑧夏休み中に道徳の研修をもち、道徳の評価について理解を深めることができた。
⑨あいさつに関しては課題が多いと思う。学校全体で具体的な取組ができるとよい。家庭やPTA、地域も巻き込めるとなおよい。

⑩たてわり活動が大変充実していて全体的に素晴らしいと思う。教職員にも子ども達にも保護者にも、その思いは広がってきている。
⑩今年度もたてわり活動が充実していると思う。また、代表委員会を例に、学級でもどんどん意見や思いを言い合える機会をつくっていきたい。
⑩話し合いを行う学活を月１回設け、話し合いを子どもたちに任せる機会を増やす。
⑩縦割り掃除は一度学年掃除になったのをきっかけに、学年で掃除について話し合いができ課題をあげられた。そこからどのように取り組むとよいのか話し合い、学年で実践したことで、再度縦割り掃除が再開した時に、リーダーとして掃除のポイント
を伝えることができた。
⑩学級会の話し合いはスムーズにできるようになってきたが、教師を必要としているのまだ課題である。大人が入らなくても話し合い活動が完結できるようにこれから意識しいきたい。
⑩コロナ禍ではあるが、たてわり掃除やたてわり遊びなどたてわり活動がとても充実していると思う。委員会でも子どもたち主導で進められ、自分たちがしたいことを実現でき、自分たちで学校をつくろうとする子どもたちの姿がたくさん見られた。
⑪縦割り掃除は仲間づくりの理念としてはとてもよいと思うが、清掃指導の面では低学年も混ざった上での少人数での掃除という制約もあってか、十分に清掃ができていないことが引き続きあり、学級で追加掃除をしている。
⑪代表委員会に出席するようになり、学校の行事にかかわっているという意識が少しずつだがもてるようになってきた。
⑪コロナ禍で、自分の教室掃除になったとき、隅々までとか、時間いっぱいなど、たてわり掃除で経験したことが役に立っている。
⑪そうじ場所が変わる前に、掃除担当同士で工夫を情報交換できる機会をもてるとさらによくなる。
⑪たてわりそうじで「時間いっぱい、黙って掃除」が徹底できたように思う。いまは、高学年主導でそうじの計画やふりかえりをしているので、もっと下学年も発達段階に応じたふりかえりや見つけ掃除ができるとよい。
⑪たてわり掃除で気づいたことは学級に持ち帰り、発達段階に応じた掃除の仕方やきれいにするポイントなどを伝えていく。
⑪たてわい掃除では、少ない人数の中で、それぞれが頑張って掃除をすることができている。トイレ掃除に担当となると、他の掃除場所をなかなか見に行くことができず、振り返りの報告だけになる日もある。たてわりの担当割り振り上仕方がない
が・・・
⑫自分自身の反省もこめてではあるが、特活的な動きが上学年団で取り組みを進めていただいているのは大変ありがたいものの、下学年に取り組まれている内容や子ども達の思いなどの情報が入ってこないことも多く、子どもから初めて聞くことが多々
あった。以前の北小は、放課後にじっくり授業や子どものことを話してクリアしていたものの、お迎えで放課後残れない方もいらっしゃるので、会議をできるだけできるだけ減らしていただき、また、時間も短くしていただき、勤務時間の範囲内で担任
団がコミュニケ―ションを取れる時間を確保してほしい。会議も大切だとは思うが、日常の交流もより大切だと思う。
⑫コロナ禍ではあるが、小規模校ということもあり、異学年交流の場をたくさん設けることができた。
⑫２年生に生活科「おもちゃランド」に招待してもらったり、国語科「ニャーゴ」の劇を見せてもらったり、低学年部で交流の時間をつくることができた。子どもたちは、幼稚園の子たちを招待するイメージができ、よい経験となった。

⑬作品の鑑賞会でお互いの作品を見合ったり、教師の感想を伝えたりすることに取り組んだが、感想を書けなかった。今後努力したい。
⑬友だちの良さを認める場が、帰りの会であり、内容もよりいい行いに目を向けて発表できるようになってきた。個人のコメントがすべてに入れられていないので、今後気つけたい。　　・人権の取組（人権宣言・人権集会・人権の木等）が深められた
ので良かった。
⑬毎日帰りの会で学級のよさや個人のがんばりを出し合う。教師も子どものがんばりをたくさん紹介し、互いの良さに気づき、自尊感情を高められるようにする。
⑬児童の作品や感想などの提出物には、がんばりを認めるようなコメントカードを必ずつけて、受け止めていることを児童にも伝わるようにしている。
⑬児童の作品や提出物には、感想をつけたり、花丸を付けたりして、子どもたちのよさや頑張りを伝えるようにした。
⑬人権週間の時期だけでなく、年間を通じて人権に関わる取り組みを発信し、１年間の成長を見守る。
⑭２学期の人権週間では意識して取り組めるが、日頃は人権に関わる取り組みについて意識が低い。人権集会をきっかけに言い方、伝え方を考えて発言しようとする雰囲気はある。
⑭学級通信では、子どもたちのよさやがんばり、学級の様子を積極的に公開するようにする。
⑬「一人ぼっちを作らない」、「一緒にやろう」の言葉を事あるごとに子どもたちと話し合ってきた。意識して声掛けができるようになってきている。
⑭自分を大切にすることが、友だちや周りを大切にすることにつながることを、大人が繰り返し伝えていく必要がある。
⑭人権週間に合わせ、道徳の学習や学級活動で人権について取り組んでいきたい。
⑭「相手の話を聞く」ことが、相手を大切にする第一歩だと思う。「良いところを見つける」「ほめる」も大切だが、「しっかりと相手の話を聞く」ことに意識を向けていきたい。

⑮見える化しないと意識できない。１７の項目のうちのいくつかを、北小レベルで具体化して掲示するとよいと考える。
⑮各学年の個々の取り組みは充実していると思うが、点（その学年の取り組み）と点で線（学校全体の縦の系統）になっていない。縦の軸（例えば各学年の総合的な学習や環境教育の軸）をはっきりさせておかないと、担任の采配で左右し⑮「去年は
やったけど今年やらなくて、次の年はまたやった」といったことが起きる。北小は単級で、担任一人の思いで何とでも変えられるが、教育課程の軸となる部分は、職員全体で共通理解して進めるべきではないかと思う。
⑮くりみっ子タイム（総合的な学習の時間）で、少しでも環境に触れる内容が学習できたのがよかった。
⑮国語科「世界に向けて意見文を書こう」の学習では、SDGｓを取り上げ、意見文を書いた。
⑮ハウスでの野菜栽培では、レジ袋の扱いや残った野菜の処理の仕方など、SDGｓの視点で考えられるよう促した。
⑮ＳＤＧ’ｓの取り組みにつながったものに関しては、年間指導計画の掲示に記載していく。
⑮ゲストティーチャーから話をしてもらったことで、子どもたちは意識があがった。
⑮６年生の授業ではがっつりと取り組んでくださっていたように思う。どの学年の取組もSDGｓにつながると思うので、教師が意識して子どもたちに浸透させていきたい。

(5)
人権
教育

(8)
生徒
指導

⑰「困っている人がいたらどうすればよいか？」という人権・福祉にも通ずる考え方を、常日頃から子どもたちに問うようにすればよいと考える。「困っている人がいないか」という眼を養うことにつながったり、単純に手を差しのべることが正解なの
かを考えるきっかけになったりすると考える。
⑰アンテナ高く取り組んでいきたい。チームで取り組んでいただける体制は大変ありがたいと思う。
⑰高学年は特にルールが曖昧になってくる時期だと思うので、教師も「見過ごさない」という意識で、アンテナを張る必要がある。また、何でも「いけない」の注意ではなく、なぜいけないのか児童と共に考え、児童自身が判断できるようにしていきた
い。
⑰いじめや自分たちで問題だと思う話し合いの機会を学級会のテーマとして取り上げていく。
⑰言葉遣い、子どもたちの表情を常に意識することが大切だと、２学期はより感じた。
⑰いじめにつながるかもしれないと思った行動については、個別指導に加え、全体でも話をし、考える時間を作るようにした。
⑰小学校でのルールについて細かく指導をした。「守らないといけないから」ではなく、「なぜいけないのか」について考えさせるようにした。日がたつと、意識が薄れてきている子もいたので、声かけをしていく必要がある。
⑰少人数ゆえの人間関係の固定化による影響を注意深く見ていく必要がある。
⑰教師のアンテナを高くし、普段と違う様子に気づけるよう意識する。
⑱気になる児童がいる際には、教育相談週間だけにとらわれずに、日頃から様々な視点（観察する人を担任以外に変えたり、見る時間帯を変えたり）で子どもを観察するようにすればよいと考える。
⑱まず、学校のルールが守れないようでは困るので、課題が出るごとに話す機会をもってきた。１０分間カウンセリングでもよくわかるが、力間係が、変わっていないので、周りが育って意識が深まるようにしてきた。
⑱小林先生の働きかけで保護者の方と教育相談を定期的に行い、保護者の方の悩みや家庭の状況の把握などをしていただいた。ありがとうございます。
⑱小林先生から声をかけていただき保護者や、SCと連携することができた。
⑱２学期に県のSCの櫻谷先生に来校していただいた。今後も櫻谷先生と連携し子ども、保護者との教育相談活動を行っていきたい。
⑱教育相談週間の時期だけでなく、普段から気になる子へのアプローチを担任以外の先生方も複数対応してくださるので充実していると思う。また、保護者との連携も丁寧にできた。

⑯自分の学級だけでなく、学校全体に国際理解教育が染み渡るように工夫したい。
⑯２年生は１学期の間に１時間で、昨年よりも削減されていると聞きました。ALTや外国語に興味津々の下学年の間にこそ、もう少しだけでも触れ合う時間があると嬉しいです。せめて、学期に２回（または３回）は取れないものでしょうか。不可能で
あれば、中休みに割当てを決めて、月に1～2回、下学年に遊びにきていただくとか（代わりに掃除の時間に休憩などで。）
⑯ふだんの学級でも、機会があるごとに触れるようにしてきた。ALTも、機会があるごとに紹介してくれた。
⑯教師とALTの関係を深める。
⑯水曜日の午後を中心に、ＡＬＴとの交流を計画していく。
⑯ＡＬＴの先生や英語専科指導員の先生からもっと全校にお話ししてもらったらよい。せっかく素晴らしい方がおられるので聞きたい。英語では、個人的にしゃべってもらっている。

(4)
特別
活動

⑪
勤労や奉仕の精神
を培う生活指導の
充実

(2)
学習
指導

(3)
道徳
教育

評価項目

(1)
学校
経営

総合評価【B】

信頼される学校づくり　地域と共に歩む学校の創造

＜評価基準＞

自校の改善方策

①学校目標や目指すべき方向性について具体的に示していただき、教職員が同じベクトルで進むことができていてよい。
①くりみっ子賞の創設で子ども達にも「くりみのこ」の思いが少しずつ広がってきたように思う。地域からの声が上がってきたことも嬉しい成果だと思う。ただ、価値観の違いなのかもしれないが、乱発されているようにも感じる。地道ではあるけれ
ど、コツコツと継続的に取り組むきらりと光る姿を表彰できるとよいと思うし、そういうものであると思っていたが、ある一瞬のやり取りをフリー部の先生に目撃していただき、ただその一瞬だけで推薦され、表彰されたケースがあった。本人にも自覚
がなくきょとんとしたまま表彰を受けていた。表彰基準として「継続的に」という視点も必要であるし、乱発すると価値も下がるように思う。誰もが素直な気持ちで「〇〇さん、すごい。頑張ってる！」と拍手できるようなものになるといいなと思う。
①運動発表会、音楽発表会など、ホームページで動画が視聴できるのが保護者にも見ていただけてよい。
①くりみっこ賞を表彰することで合言葉「くりみのこ」を意識し生活する子が増えた。また、保護者もくりみっこ賞を推薦してくださったりと子どものがんばりをみんなで共有できるすばらし取組。
①くりみっこ賞が子どもたちに浸透すると共に学校目標を認知する保護者が増えたと思われる。
①生活の中で、子どもたちの方から「くりみのこ」の言葉がよく出てくるようになったと思われる。保護者からの表彰もあるくらい、地域にも根付きつつある。
①コロナ禍でも少人数の強みを生かし、たてわり活動を進められていると思う。コロナ禍でもできる工夫を考えながら、活動を継続できた。
②大事にしたい育てたい分野（算数の１あたり量・人権意識・話す聞くなど）をとりあげたカリキュラムを組んでもよい。
①くりみっこ賞の取組のおかげで、子どもたちにも「くりみのこ」について定着してきたように思う。保護者にもくりみっこ賞や校報によって、伝わっているように思う。
①自己評価と言われると、積極的に関わっているわけではないので難しいところだが、学校全体としては発信できている。
②１学期の「改善方策」で、【算数の系統表を作成したい】と記述していたが、実現していない。校内研究主任という分掌を引き受けたからには、年度が変わるまでに系統表の作成を実現させたい。
②学年ごとのカリキュラムは、職員室前廊下の掲示によって、見える化され、しっかりと意識できていると思う。縦のカリキュラムについては、見直しが必要である。（縦に見える形での掲示が望ましい）

＜自己評価の総評＞

①ペア学習やグループ学習、学校図書館を活用し、主体的・対話的な学習となるよう意図的・計画的に取り組めた。対話が「深い学び」にはまだまだ結びついていないので、引き続き努力したい。
①「少人数で、子どもたちが落ち着いていて、きちんと教材研究に向き合える」というこの学校の強みを生かし、指導の幅を広げられるよう、これからも自ら学び続ける姿勢を大切にしていきたい。放課後の限られた時間ではあるが、先輩先生方の様々な実践を教えていただいて自身の指導に生かしたい。
①校内研究で学んだことを強く意識できている。即、実践に結びつけるには、苦手意識がある。
①「わかる・できる」の授業を意識して、少人数だからこきめ細やかに子どもたちと学びが深められた。タブレットを活用して自分の思いをじっくり考え、友だちに伝えることができた２学期だったように感じる。
②子どもたちの関わりを意識した取り組みをすすめられた。道徳教育や人権教育は、深い取り組みができなかったので努力したい。子ども同士がお互いの思いについて考える学習に時期をとらえて取り組んだ。児童間のトラブルは減りつつあるが0ではないので努力が必要。
②日々、児童理解に努め、一人一人に合った方法で関われるよう心掛けた。また、気になる子については、現状についてこまめに報告・相談し、その子にとって最善を尽くせるよう、今できることは精一杯取り組んだ。
②高学年の自覚と責任を意識し、成し遂げた喜びを自信につなげることができるよう、計画的に取り組んだ。少人数の強みを生かし、委員会活動やたてわり活動、行事での企画や提案、進行する経験を繰り返す中で、「自分事の意識（自分で考え・自分で決めて・自分で行動・自分で振り返り・自分で次に生かしていく）」を育てようとした。
②友だちを認め、おおむね優しく接することができている。現状に甘んじているので、考える場面を設定していく必要がある。
②担当だから、当番だから、役割だからやるのではなく、どのような時も率先して人のために汗を流せる人にと思い、全員ではないが、率先した子どもを紹介するなど褒めることで、３学期以降も増やしていきたい。
②くりみっこ賞の取り組みによって、子どもたちに「くりみのこ」が随分意識できるようになってきた。くりみっこ賞をもらった子とその理由を学級で紹介し、子どもたちの頑張りやよさを認める雰囲気を作るようにした。また、よくない行動を見かけたときには、自分の行動を振り返れるように声かけをした。
③取り組み始めたことについては、児童とともにやり続ける姿勢が強い。意欲つけもなされていると思う。
③１００周マラソン全員完走を目指しこつこつ取り組めるよう声掛けをした。残りあと２名。粘り強く取り組めているように思う。
④町たんけんの学習の中に「〇〇町のびっくり・すごいを見つけよう！」という視点を入れ、人とのかかわりの中で地域の良さに気づけるようにした。また、地域に足を運び地域の方とも話をする中で、新しい連携先を開拓することも意識できた。引き続き、地域に自信が持てるようにしたい。
④学級通信を定期的に発行し、保護者に学校での子どもの様子を伝えた。また、学校で気になったことがあれば、保護者に連絡し、連携を図るようにした。
④教師集団の協力を得て、危機管理につながっていると思う。自分たちのできる範囲で発信もされている。
④２学期は総合の学習や家庭科の学習などでボランティアさんや、地域の方からたくさん学べる機会を増やし、子どもたちの意欲が高まった。
④学級通信で学校での様子を伝えるようにした。１年生は、特に学校の様子が気になると思うので、子どもたちの様子が伝わるようにこれからも続けていきたい。
④学年部での交流や幼小での交流など、他学年で交流をする機会をたくさん設けた。地域やボランティアさんとの交流の機会があまりとれなかったので、コロナ禍ではあるが、外部の方とも交流できるような授業も仕組んでいきたい。
④引き続き外部との信頼関係を大切にするよう意識して行動する。
〇学校の様子もだいぶわかってきたので、スムーズに動けるようになってきた。調整役としての役割を果たせるように心がけている。
〇情報共有が十分でないと感じることがあったので、自分からもしっかり発信するとともに、情報共有の大切さを浸透させていきたい。
〇職員間のつながりを大切にしながら、一人一人にこまめな声かけをするよう心掛ける。
〇行事が立て込んでしまうことが多かったので、しっかりとマネジメントしていきたい。

　Ａ＝優れている（優れている状況にある　・　数値基準９０％以上）
　Ｂ＝良い（良い状況にある　・数値基準８０％以上）　※Ｂ評価を細分化し、Ｂ＋、Ｂ－を追加している。
　Ｃ＝おおむね満足（課題はあるがおおむね満足できる状況にある　・　数値基準７０％以上）
　Ｄ＝要改善（課題が多く速やかな改善が必要な状況にある　・　数値基準７０％未満

健やかな心身の育成　粘り強く、鍛える子の育成

令和３年度　学校評価書　（教職員評価の結果と考察）

東近江市立能登川北小学校 令和　３年　４月２９日作成

学ぶ力を高める　進んで学び、よく考える子の育成

豊かな人間性の涵養　心やさしく、助け合う子の育成



(9)
進路
指導

⑲
キャリア教育の充
実

・学年の発達段階に応じ、自分のよさや夢を
語ったり書いたりする場を設定し、自分のよさ
を発見し、将来に夢や希望をもって生きようと
する意欲や態度を養う。（キャリアパスポート
の実施）

3.5 3.4

⑳
特別支援教育の充
実

・全児童の「チェックリスト」を実施し、適切
な指導・支援を検討し実践する。
・必要に応じて支援体制づくりを行う。
・学期１回以上の特支推進委員会を実施する。

3.8 3.9

㉑
個別の教育支援計
画の作成と活用

・個別の教育支援計画を活用する。
・各学期および年度末に、支援計画・指導計画
について保護者と懇談し、適切な支援・指導に
当たれるようにする。

3.9 4.0

㉒
安全教育の充実と
安全管理体制の整
備

・月１回防犯ブザーの点検を実施する。
・児童のけが防止、危険回避のため、ヒヤリ・
ハッとした体験を交流し危機意識を高める。児
童にも示し、危険回避意識を高揚させる。

3.9 3.9

㉓
基本的生活習慣の
確立

・「早寝、早起き、朝ごはん」を推進し、でき
る児童の割合を90％以上にする。 4.0 4.2

㉔
教職員の資質・指
導力の向上

・児童が主体的・対話的で深く学ぶ授業づくり
に取り組む。（確かな学力・主体的に学ぶ力の
育成）
・常に学び続ける教師をめざす。（授業改善に
向けた校内研究６回実施）
・研究授業で学んだことを普段の授業に生か
す。（日ごろの授業改善）

4.1 4.1

㉕
教職員の危機意識
の高揚

・不祥事防止研修、人権教育研修、危機管理研
修を計画的に実施する。
・危機管理マニュアルの周知。
・シェイクアウト訓練を６回以上実施し、危
機意識の向上を図る。

4.0 4.1

㉖
保護者・地域との
連携

・保護者への適切な対応、支援・助言に努め
「学校の先生には、子どものことについて気軽
に相談できる」と回答する保護者の割合を
80％以上にする。
・全学年で地域人材、資源を活用した授業を３
回以上意図的・計画的に実施し、郷土愛を育
む。
・ふるさと「くりみ」が好きと答える児童の
割合を９０％以上にする。

4.1 4.0

㉗
ホームページによ
る情報発信

・ホームページの更新を２日に１回以上行い、
学校の地域への情報発信源とする。 4.8 4.8

㉘
施設・整備の安全
確保

・月１回以上の安全点検の実施による、施設の
安全確保の励行。 4.2 3.9

㉙ 学習環境の整備
・学習活動の充実に向け、空き教室や特別教室
を有効に活用する。 3.8 4.1

㉚
幼児児童生徒の満
足度

・楽しく学校生活を送っている児童の割合を９
０％以上にする。 4.2 4.1

㉛ 保護者の満足度
・我が子は楽しく学校生活を送っていると答え
る保護者の割合を８０％以上にする。 4.2 4.1

(14)
施設
・
設備

(15)
その
他

㉚アンケートで楽しいと思っていない子もいたので、カウンセリング等で解決できるようケアしてきた。教室の雰囲気も良くなってきているが、低学年から引きずっている面もあるので、引き続き対処していきたい。
㉚子どもは「学校が楽しい」と回答している子が大半ではあるが、そうではない子もいる。子どもが期待して登校、満足して下校を目指して、日々の学校生活に楽しさを見出したり、納得して帰れるよう心掛けたい。
㉚年間行事表や月行事予定表を確認し、計画的に行事や学習を組むことで、無理をせず楽しい学校生活につなげる。
㉚児童の表情の変化に気づき、背景を探る。
㉚子どもたちの話を聴くこと。そのために、大人に心の余裕がないといけないと感じた。
㉛ぜひこの項の中に教職員の満足度も入れてもらえるとと思う。満足度は何パーセントになるか・・・。「子どものために」と一丸で頑張っている教職員だが、求められることが増える一方で、以前であれば、安本指導主事が話していたように、授業の
こと、子どもたちのことで盛り上がっていた職員室の話題が、最近は疲れやしんどさ、愚痴といった話題に変わっているように思う。教職員のモチベーションがより高くなる配慮を教務部の先生方には考えてもらえればありがたいです。

(12)
研究
・
研修

(13)
地域
との
連携

㉖保護者の信頼・協力を得るために必要なこと…。一度、みんなで話し合ってみることも大切かと思う。他の項目でも同じことが言えるが、管理職の先生が目標を立て数値設定をしていただいても、実際に前面に立っているのは教職員。方向性を共通理
解しておくことも大切だと思う。親の立場で言うと「あの先生はていねいに話を聞いてくれる。」「あの先生は何かあった時しか連絡してこない。」「こちらの言い分を聞いてもらえていない。」「言葉かけが強い。子どもが傷ついている。納得してい
ない。」「仕事中とわかっているのに、今でなくてもいいことで連絡してくる。」「通信が出る、出ない。」等。担任や対応する者の実践や対応の仕方が、ダイレクトに保護者の評価につながっていると思う。子どもの育ちを願うのは、学校も保護者も
同じはずなので、教師と保護者のベクトルが同じ方向に向くことが子どもの幸せ、担任の評価にもつながると思う。それは何かを考えられるとよい。
㉖社会科やくりみっ子タイム（総合的な学習の時間）に、地域学習を進めてきた。安全マップ作りも併せて、保護者に多くの協力を得ることが多く、大変ありがたかった。
㉖学級通信を定期的に発行し、保護者に学校での様子をこまめに伝えるようにする。
㉖余裕が生まれれば、保護者との連携も密になるので、働き方改革について常に考えていく。
㉖地域の人材を活用する方向でも意識し、連携を深めるため、担任から声をあげていく。
㉖保護者の思いを聞くこと。気になったら直接話すことがやはり大切だった。
㉖学級通信を定期的に発行し、保護者に学校の様子を伝えるようにした。子どもたちも自分の作品や写真が載っていると、喜んでいた。ホームページと内容がだぶるときもあるが、気にせず出している。
㉖丁寧に対応してくださっている先生が多いが、やはり「相手の話を最後まで聞く」ことを常に意識していかなければ、本当の信頼は得られないのではないかと思う。
㉖地域の人材や教材を活用してくださっている先生が多い。年度初めにしっかりと見通しをもち、計画的に取り組めるとよい。
㉗ホームページの更新に関して、写真提供や文書作成など協力できていないことが多い。改めなければいけない。
㉗ホームページの更新は、無理のない程度で行っていく。

㉘（病院に行くレベルの）子どもたちのけがの発生場所や発生状況を共有したい。７月に２年生の児童が図工室前で転倒し顔面を強打した案件は、大けがに至らなかったものの失明の危険もあった。例えば裁判になったとして学校の過失を問われそうな
危機がたくさん潜んでいることを実感した。形式的な安全点検も大事ではあるが、実際に校内で起きたけがや事故（ヒヤリハット）の事例検討や共通理解もしておく必要があると思う。けが発生場所校内マップを作って昇降口に貼り、児童に見える化し
ておくのも一案だと思う。
㉘施設修繕の要望を市教委に積極的に伝えている。
㉘個々の担当箇所の点検をもっと確実に行っていく必要がある。
㉘校舎や器具などの不具合を見つけたら、その都度伝えていく。
㉘老朽化により修理の必要がある箇所がたくさんあるが、なかなか一度には直してもらえない。
㉙特別教室をフルに使って活用できていると思うが、今、更衣室が学年ごとに別の部屋を使っているため、消毒作業をするという約束のもと、兼用させてもいいのではないか。高学年の更衣室が体育館で、着替えに結構時間がとられ、朝のハウスでの水
やりや休み時間に集合がかかったりしていた時は女子だけバタバタでかわいそうだった。
㉙ホワイトボードなどを活用したりチェックをしたりして、特別教室や空き教室の使用が重ならないようにする。
㉙ECRは有効活用できている。
㉙女子の更衣室については検討の機会をもちたい。

㉔教務部の先生方の日常の授業を公開していただき、勉強させていただけるとありがたいです。（自分が教務部にいた時には、公開させていただきました。）小規模校で若い先生も増えてきている中、より多くの先生方の授業に学ばせていただくことは
大切だと思います。指導案がなくてもいいので、出入りの日常の授業を見せていただき、授業の進め方や子どもとのやりとり、発問などを学ばせていただけると嬉しいです。
㉔教室の児童の少なさを生かして、どの子もわかるできる喜びを味わわせたい。個別指導により一層励み、国語や算数の授業改善にも励みたい。
㉔少人数ならではの良さを生かして、みんなが分かる！できた！たのしい！となれるよう教師の力量を高めていきたい。
㉔定期的に日頃の取り組みの交流やふり返りの機会をつくることで、質の向上につながる。
㉔必要性のある研修を選んで、積み上げていく。
㉔大橋先生から年間を通して学べたことは大きかった。とても分かりやすかった。
㉔少人数のよさを生かし、全員が「できた」と感じることができる授業づくりに取り組む。教師と子どもでのやり取りだけでなく、子どもたち同士で学び合える学習形態や授業づくりの工夫を仕組んでいきたい。
㉔タブレットの活用について、学習したことをノートに残すのか、タブレット上に残すのか・・使い分けが非常に難しいと感じた。
㉔低学年はまずはノートや教科書に慣れることが大切であると感じたので、タブレットの活用はあまりしなかった。
㉔先生方の授業改善への意識は高い学校だと思う。
㉔年間通して大橋先生にご指導いただけたことは、大変ありがたかった。
㉕自分事としてとらえられるような研修内容にしていかなければならない。
㉕シェイクアウト訓練は１度しか実施できていないが、今後Jアラート訓練のときは、実施する。

(10)
特別
支援
教育

(11)
保健
安全
教育

⑲「キャリア教育の視点」を常日頃からもっていることが重要だと思う。学期の最後にキャリアパスポートへの記入を行うだけではなく、日頃行っている実践の中に、キャリア教育の視点が含まれていないかを自分自身や子どもたちに問うことが重要だ
と考える。
⑲キャリアパスポートもそうだが、機会があるごとに、子どもが夢を描けるような話や出会いの場作りをしていきたい。
⑲地域の方やスポーツ関係の方等たくさんのゲストティーチャーにきていただいて、子どもたちの視野を広げることができた。
⑲キャリアパスポートをうまく活用できていない。（学期に２回しか使えていない）活用の仕方も分かっていないため、教えていただきたい。
⑲キャリアパスポートに関わらず、日々のハウス栽培では、児童が働くということについて考える機会になっていた。
⑲キャリア教育を意識したゲストティーチャーを、年間を通じて１回は呼ぶ。
⑲野球、バスケ、サッカーとたくさんの方から直接話が聞けたのでよかった。
⑲ものづくりは中止となったが、スポーツ選手だけでなく職人さんなどから聞けるともっとよい。
⑳日々、職員室で支援の必要な子の会話を養護教諭の先生をはじめしてくださるので、特別支援委員会を開かなくても話せる環境があるのがうれしい。
⑳必要性を感じた時に、保護者との面談をもつことで、具体的な支援や動きに結びつく。
⑳全校で、組織として引き続きやっていく必要がある。誰を窓口にするのか、報告等含めて情報共有は不可欠。
⑳今年度、支援が必要であろうと思われる児童が数名浮上してきた。入学時からの情報がしっかりと引き継がれていない件もあった。特別支援を学校の中心に据えていくという意識を高め、年度代わりの引継ぎにもれがないよう徹底する必要がある。
㉑特別支援教育の充実は非常に大切な視点であるものの、会議や書類作成の負担が大きい先生もいらっしゃいます。会議の回数を減らせないか、会議の時間をもっと短くできないか、書類作成の手間をもっと減らせないか、働き方改革の面からも検討し
ていただけるとありがたいです。しんどさを感じる職員は多いと思います。また、特別支援関係の書類の作成を締め切りまであと数日しかない中で初めて指示を受け、ばたばたと作成して大変だったという話が時々出ます。自分自身もありました。もう
少し早めに指示が出るよう、市にも伝えていただけるとありがたいです。
㉑個別の支援計画を作成した。保護者の方とも連絡帳や電話で密に連絡をとり、連携を図った。また、支援員と本児との関係も良好で、落ち着いて学校生活が送れていると感じる。

㉒廊下は歩く。見かけるごとに声をかけている。
㉒トイレへ行くときに廊下を颯爽と走っていくことや、休み時間校内でおにごっこをしているのが目立つ。なぜ、走ってはいけないのかその都度考えさせて、子どもたちが危険を実感して考える機会が必要だと思う。
㉒下校や廊下歩行の仕方について、児童に返す場面をつくる。
㉓５年生では毎朝健康観察の時に、布団に入った時刻、朝ごはんを食べてきたかを調べ、早寝、朝ごはんの大切さについて声掛けをしていただいています。２学期になり早寝、朝ごはんを意識し生活できている子が増えてきました。毎日の声かけや見守
りの重要性を学びました。
㉓メディアコントロールデーの過ごし方を交流するなど、自分たちでメディアについて考える場面をつくる。
㉓２２：００までに布団に入るを１学期からくり返しチャックしていくことで、２学期はほとんどの子どもが布団に入れるようになってきた。大人が伝え続けていく必要を感じた。


